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1. 目的

本仕様書の目的は、日本ＣＣＳ調査株式会社（以下、「弊社」という）が経済産業省から

平成 29 年 4 月に受託した「平成 29 年度苫小牧における CCS 大規模実証試験事業」のうち、

「二酸化炭素の地下貯留」に伴い、「苫小牧ＣＣＳ実証試験センター地上設備」の操業運転

で使用するＡ重油の購入仕様を規定することである。

2. 適用範囲

本仕様書は、弊社が経済産業省より受託した「平成２９年度苫小牧における CCS 大規模

実証試験事業」のうち、「苫小牧実証試験センター内の地上設備の操業」に必要なＡ重油

購入に適用する。 

3. Ａ重油の購入スケジュール及び数量

本仕様書で想定している運転スケジュールを以下に示す。

「平成２９年度苫小牧における CCS 大規模実証試験事業」のうち、「苫小牧実証試験セン

ター内の地上設備の操業」は、平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日の運転期間を予

定している。 

操業運転期間に購入するＡ重油の仕様と今後の購入総量見通し（今後、操業の都合に

より変更の可能性もある）を添付資料－１に示す。 

Ａ重油の引き渡しは、苫小牧実証センター内、重油タンクへのローリーからの充填

とする。数量の確定方法及び納期については別途協議とする。 

4. 機密保持

Ａ重油納入者は本仕様書を本目的以外に使用してはならない。 

以 上 

添付資料－１ Ａ重油仕様および購入量見通し 

添付資料－２ 弊社業務の概要および苫小牧実証試験センターの所在 

添付資料―３ 苫小牧ＣＣＳ実証試験センター全体図、Ａ重油タンク周辺図、注油口、 

アースリール
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（添付資料－１） 

１．仕様 

１）一般性状

ア．JIS1 種 1 号の規格を満たすこと。

イ．商品規格として硫黄分が 0.4%以下のものを選定すること。

ウ．１０月～３月の各月において納入がある場合、納入される A 重油を構成する各ロ

ットの硫黄分データを、納入時に提出すること。

２）動粘度

ア．-20℃での動粘度が 40cSt（40mm2/s）以下であること。

イ．１０月～３月の各月において納入がある場合、納入される A 重油を構成する各ロ

ットの 50℃、0℃、-20℃での動粘度（実測データ）を納入時に提出すること。た

だし、ロット数が月当たり複数ある場合は、それらの中からランダムに選んだ２ロ

ット分について提出すればよい。 

３）元素分析値（ＣＨＮＯ）

１０月～３月の各月において納入がある場合、納入される A 重油を構成する各ロ

ットのそれぞれについて、炭素（Ｃ）、水素（Ｈ）、酸素（Ｏ）、窒素（Ｎ）の元素

分析値を提出すること。 

４）納入

基本的に、１８ｋL ローリーで納入すること。納入の詳細は別途打合せる。 

２．Ａ重油の購入総量見通し（今後、操業の都合により変更の可能性もある） 

月 数量（ｋL) 

2017 年 10 月 458 

2017 年 11 月 1,405 

2017 年 12 月 655 

2018 年 1 月 596 

2018 年 2 月 1,493 

2018 年 3 月 1,009 

計 5,616 

（四捨五入の都合により、上記表の合計数は合わない場合がある。） 
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（添付資料－２） 

●社名：日本ＣＣＳ調査(株)

http://www.japanccs.com/ 

●事業内容：二酸化炭素（CO2）の分離・回収、輸送、地中貯留技術の事業化調査及び

研究開発諸業務、実証試験（詳しくは Web をご参照ください） 

●苫小牧実証試験センターの所在

以上 

日本 CCS 調査（株） 

苫小牧実証試験センター 

（苫小牧市真砂町 12 番地） 

出光興産（株） 

北海道製油所 

http://www.japanccs.com/


（添付資料－3）
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